
上川教育研修センターだより
（１）

№124（平成28年11月１日）

お も な 内 容
ページ

随　想………………………………１

研修講座寸描…………………２～６

心に残る授業 その ……………７

受講後アンケートのお願い・Web 紹介 …７

出前講座寸描………………………８

小中連携研修会に参加して………９

出前講座紹介・資料室紹介………９

教育講演会…………………………10

研究室だより「今，研究室では」 …11

パソコン実技研修講座の紹介……12

セ

ン

タ

ー

日

誌

　「
夏
の
日
に
」

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

副
所
長
　
奥
　
山
　
ゆ
み
子

　
本
校
で
は
、
三
十
年
以
上
前
か
ら
学
校
田
で
の
田
植

え
や
稲
刈
り
並
び
に
収
穫
を
祝
う
も
ち
つ
き
を
行
っ
て

い
ま
す
。
も
ち
つ
き
で
は
、
東
川
養
護
学
校
中
等
部
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
生
徒
は
、
体
験
活
動
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
東
川

の
基
幹
産
業
を
学
び
、
も
ち
つ
き
を
楽
し
み
な
が
ら
思

い
や
り
や
お
も
て
な
し
の
心
を
養
っ
て
い
ま
す
。

（
東
川
町
立
東
川
中
学
校
）

７
月
12
日　
　
　

夏
季
拡
大
研
究
室
会
議

７
月
21
日　
　
　

教
育
委
員
会
会
議

７
月
26
・
27
日　

道
研
連
夏
季
所
員
研

７
月
27
日
～
８
月
５
日

　
　
　
　
　
　
　

研
究
室
夏
季
集
中
研

９
月
１
・
２
日　

道
研
連
留
萌
大
会

11
月
１
日　
　
　

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
124
号
発
行

※　

毎
週
火
曜
日　

定
例
研
究
室
会
議

※　

随
時　

研
修
講
座
講
師
打
合
せ
会
議

　

こ
の
夏
、
日
本
列
島
は
何
十
年
に
一
度
と
言

わ
れ
る
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
、
北
海
道
も
今
ま
で

に
な
い
気
温
と
湿
度
の
高
さ
に
不
快
な
日
々
が

続
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
友
人
か
ら
、
娘
さ
ん
の
バ

イ
オ
リ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
コ
ン
サ
ー
ト
の
お

誘
い
を
受
け
ま
し
た
。バ
イ
オ
リ
ン
と
聞
く
と
、

す
ぐ
に
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、「
チ
ゴ
イ
ネ
ル

ワ
イ
ゼ
ン
」
や
「
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
」
に
「
ハ

ン
ガ
リ
ア
ン
ダ
ン
ス
」。
他
に
も
名
曲
と
言
わ

れ
る
曲
は
数
多
あ
る
の
に
、な
ぜ
か
こ
の
三
曲
。

ジ
プ
シ
ー
の
哀
愁
に
満
ち
た
、
そ
れ
で
い
て
情

熱
的
な
民
族
の
血
流
が
い
や
で
も
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
な
個
性
の
強
い
曲
で
す
。
こ
れ
は
楽
器

の
特
性
か
ら
言
っ
て
、
人
間
の
繊
細
な
感
情
や

表
情
ま
で
を
も
彷
彿
と
さ
せ
る
バ
イ
オ
リ
ン
と

い
う
楽
器
の
な
せ
る
技
だ
と
常
々
思
っ
て
い
ま

す
。

　

バ
イ
オ
リ
ン
は
楽
器
の
王
様
だ
と
思
っ
て
い

る
私
は
、セ
ミ
ナ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
聴
い
て
、

少
し
躊
躇
し
ま
し
た
。
公
開
レ
ッ
ス
ン
の
よ
う

な
も
の
で
し
た
ら
、
自
分
の
幻
想
と
も
言
え
る

こ
の
バ
イ
オ
リ
ン
へ
の
思
い
が
・・・
。
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
誘
っ
て

く
れ
た
人
へ
の
失
礼
な
思
い
は
す
ぐ
に
打
ち
消

し
て
、
憧
れ
の
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴

き
に
行
く
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

 

そ
の
日
も
最
高
気
温
三
十
度
、
蒸
し
蒸
し
す

る
お
盆
の
最
中
で
し
た
。
会
場
は
神
楽
公
民
館

の「
木
楽
輪
」。
聴
衆
は
ほ
と
ん
ど
が
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
の
家
族
や
知
り
合
い
の
人
た
ち
の
よ
う

で
し
た
。
こ
の
日
発
表
す
る
受
講
生
は
全
道
各

地
か
ら
来
た
小
学
四
年
生
か
ら
大
学
生
ま
で
の

十
名
の
若
者
た
ち
。
札
幌
在
住
の
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
に
師
事
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

前
か
ら
二
列
目
の
演
奏
者
の
表
情
も
指
の
動

き
も
は
っ
き
り
と
見
て
と
れ
る
場
所
に
陣
取

り
、
二
時
間
近
く
、
十
数
曲
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

私
の
不
安
は
一
瞬
に
し
て
払
拭
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
見
事
な
音
色
と
響
き
に
、
学
ん
で
き

た
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し
て
、
全
身
全
霊
で
表

現
し
切
る
姿
に
オ
ー
ラ
さ
え
感
じ
、
鳥
肌
が
立

ち
ま
し
た
。
夏
休
み
の
暑
い
毎
日
を
バ
イ
オ
リ

ン
が
全
て
の
生
活
を
自
分
に
強
い
て
、
今
こ
こ

に
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
想
像
し
ま
し
た
。

　

こ
の
若
者
た
ち
は
青
春
の
全
て
を
バ
イ
オ
リ

ン
に
賭
け
る
と
決
意
し
て
、
来
る
日
も
来
る
日

も
バ
イ
オ
リ
ン
と
格
闘
し
、
楽
曲
と
真
摯
に
向

き
合
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
と
、
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
な
が
ら
聴
い
て
い
る
と
、
じ
わ
じ
わ
と

胸
に
こ
み
上
げ
て
く
る
も
の
が
あ
り
、
涙
が
出

て
き
ま
し
た
。

　

全
て
の
曲
を
聴
き
終
わ
り
、
魂
は
大
喜
び
の

は
ず
な
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
切
な
く
ほ
ろ
苦
い

気
分
で
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

随

想

　
学
校
力
向
上
の
取
組
と
し
て
、全
校
一
丸
と
な
っ
て
「
そ

ろ
え
る
指
導
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
写
真
は
、
授
業

の
は
じ
め
と
終
わ
り
に
背
筋
を
伸
ば
し
て
立
腰
で
挨
拶
を

す
る
こ
と
と
机
の
上
に
は
必
要
な
も
の
だ
け
を
出
す
こ
と

を
実
践
し
て
い
る
様
子
で
す
。
児
童
の
集
中
を
高
め
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
旭
川
市
立
大
有
小
学
校
）
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研
　
修
　
講
　
座
　
寸
　
描

　

講
師
の
豊
富
な
経
験
を
踏
ま
え
た
講
義
か
ら

学
校
経
営
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
み
、
分
科
会
で
は

危
機
管
理
や
校
種
間
連
携
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
校
長
の
重
責
を

自
覚
し
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
生
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。
御
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
士
別
市
立
上
士
別
小
学
校　

石
橋　

克
敏
）

　

障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
自
立
活
動
の
指
導

に
つ
い
て
、
小
・
中
学
校
と
も
に
実
際
に
授
業

を
観
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
自
立
活
動
は
教
師
の
ア
イ
デ
ア
次
第
と
い

う
こ
と
や
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
の
大

切
さ
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
小
学
校　

岩
月　

琴
美
）　

講
座
の
様
子
か
ら

　

教
育
課
程
全
体
を
見
渡
し
、
子
ど
も

の
変
化
を
踏
ま
え
て
指
導
方
法
の
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

背
景
、
教
頭
と
し
て
学
校
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
な
す
べ
き
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

具
体
的
な
事
例
を
交
え
て
御
指
導
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
東
川
町
立
東
川
第
三
小
学
校　

三
木　

勝
仁
）　

　

児
童
に
、
本
に
親
し
ま
せ
る
に
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
か
学
ぶ
た
め
に

本
講
座
を
受
講
い
た
し
ま
し
た
。
学
校

司
書
の
方
と
情
報
交
換
で
き
、
司
書
と

教
職
員
が
協
力
・
連
携
す
る
こ
と
の
大

切
さ
や
、
教
科
に
お
け
る
図
書
活
用
の
工
夫
な

ど
、
数
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（
美
瑛
町
立
美
瑛
東
小
学
校　

瀬
戸
ち
あ
き
）　

５　学校経営Ⅱ　６/９（木）

６　読書活動　６/10（金）

＝
講
　
師
＝

岩
田　

俊
二
（
北
星
中　

校
長
）

岩
城　
　

功
（
美
瑛
小　

校
長
）

伊
東　

義
晃
（
光
陽
中　

校
長
）

藪　
　

和
幸
（
春
光
小　

校
長
）

＝
講
　
師
＝

鈴
木　

洋
伸
（
雨
紛
小　

教
頭
）

北
川　
　

恒
（
東
町
小　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

笠
井　

稔
雄　

北
海
道
教
育
大
学

　
　
　
　
　
　

教
職
大
学
院　

教
授

室　
　

篤
宏
（
扇
山
小　
　
　

校
長
）

水
戸　

博
三
（
永
山
西
小　
　

校
長
）

狩
野　
　

博
（
永
山
南
中　
　

校
長
）

＝
講
　
師
＝

沓
澤　

整
治　
北
海
道
立
特
別
支
援

　
　
　
　
　
　
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
課

　
　
　
　
　
　
視
覚
障
が
い
教
育
室
研
究
員

津
越　

由
希
（
西
御
料
地
小　

教
諭
）

佐
野　

亜
湖
（
高
台
小　
　
　

教
諭
）

二
川
原
朱
美
（
広
陵
中　
　
　

教
諭
）

４　学校経営Ⅰ　６/８（水）

２　特別支援教育②　６/10（金）



上川教育研修センターだより
（３）

　

Ａ
Ｋ
Ｂ
教
育
→
危
な
い
・
汚
い
・
馬
鹿
馬
鹿

し
い
こ
と
を
幼
小
期
に
あ
え
て
体
験
さ
せ
、
子

ど
も
た
ち
の
感
性
を
高
め
よ
う
と
い
う

教
育
を
重
視
し
て
い
る
幼
稚
園
の
取
組

を
知
り
ま
し
た
。
幼
小
連
携
に
は
、
ま

ず
互
い
の
活
動
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

（
旭
川
市
立
大
有
小
学
校　

阿
部　

志
保
）　

　

外
国
語
教
育
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
大
切
に
な

る
こ
と
、
授
業
に
役
立
つ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

紹
介
や
研
究
授
業
、
一
日
の
講
座
の
中
で
と
て

も
幅
広
い
内
容
を
研
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
校
で
も
、
教
師
・
児
童
が
楽
し
め
る
外

国
語
活
動
を
目
指
し
、
実
践
を
重
ね
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
中
川
町
立
中
央
小
学
校　

千
葉　

祐
貴
）　

　

リ
ー
ダ
ー
学
習
の
進
め
方
や
、
時
間

の
設
定
の
仕
方
な
ど
、
間
接
指
導
の
工

夫
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
準
備
や
指
導
の
手
立
て
を
考
え
て

お
く
こ
と
の
大
切
さ
が
分
か
り
、
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
指
導
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
旭
川
市
立
旭
川
第
五
小
学
校　

菅
原　

啓
子
）　

　

公
開
授
業
で
は
、
導
入
の
生
徒
作
品

の
取
り
上
げ
方
や
空
書
指
導
、
範
書
、

机
間
指
導
で
の
声
掛
け
、
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
の
工
夫
な
ど
生
徒
を
授
業
に
引
き
込

む
工
夫
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う
い

う
取
組
が
集
中
し
て
半
紙
と
向
き
合
う
生
徒
の

姿
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
実
技
研
修
で

は
、
筆
遣
い
や
左
利
き
の
子
ど
も
に
対
す
る
指

導
法
な
ど
、丁
寧
に
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
品
評
価
を
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の

授
業
実
践
に
役
立
つ
講
座
で
し
た
。

（
士
別
市
立
朝
日
中
学
校　

森
田　

雅
彦
）　

９　複式教育　７/４（月）

７　書写実技　６/21（火）

＝
講
　
師
＝

佐
藤　

直
子
（
愛
宕
東
小　

教
諭
）

菅
野　

博
之
（
末
広
小　
　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

南
山　

夕
子
（
嵐
山
小　
　
　

教
頭
）

小
松　

友
子
（
千
代
ヶ
岡
小　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

矢
野　

敏
文　

北
海
道
教
育
大
学

　
　
　
　
　
　

旭
川
校　
　

教
授

蛯
名　

伸
也
（
永
山
南
中　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

川
崎　

直
人
（
智
恵
文
小　

校
長
）

渡
辺　

盛
二　

旭
川
大
学
附
属

　
　
　
　
　
　

幼
稚
園　
　

園
長

辻
村　

和
也
（
高
台
小　
　

教
諭
）

11　幼小連携教育　７/26（火）

８　小学校外国語活動　７/１（金）
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教
育
環
境
整
備
に
重
点
を
置
い
た
教
育
予
算

へ
の
取
組
、事
務
職
員
間
の
小
中
連
携
の
現
状
、

旅
費
に
関
す
る
講
義
等
、
多
く
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
資
料
を

持
ち
寄
り
活
発
な
協
議
が
行
わ
れ
、
日
常
実
務

に
生
か
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
東
鷹
栖
中
学
校　

木
村　

達
也
）　

　

本
講
座
を
受
講
し
て
、
ミ
ド
ル
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
と
し
た
、
職
員
一
丸
と

な
っ
た
学
校
力
の
向
上
を
目
指
す
こ
と

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
一
人
一
人
が
や
り

が
い
を
感
じ
、
役
割
を
十
二
分
に
発
揮
で
き
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

（
名
寄
市
立
名
寄
西
小
学
校　

栗
林　

友
恵
）　

　

今
回
の
研
修
講
座
で
は
、
授
業
の
実

際
や
実
習
指
導
の
仕
方
、
防
災
教
育
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
家
庭
科
で
学
習

し
た
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
実
生

活
に
生
か
し
て
い
く
か
が
大
切
だ
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
分
か
り
や
す
く
御

指
導
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
緑
新
小
学
校　

大
久
保
藍
莉
）　

17　学校力向上対策　8/３（水）

23　技術・家庭科実技　８/24（水）

　

前
半
は
、
中
一
の
英
語
の
授
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

効
果
的
に
活
用
し
た
授
業
を
観
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
後
半
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
種
類
や
接

続
の
仕
方
等
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
を
操
作
し
な
が
ら
実
技
指
導
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
て
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
当
麻
町
立
当
麻
小
学
校　

田
村
健
太
郎
）　

＝
講
　
師
＝

橋
本　

尚
成
（
陵
雲
小　

教
諭
）

吉
田　

暁
弘
（
北
門
中　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

水
上　

丈
実　

北
海
道
教
育
大
学

　
　
　
　
　
　

教
職
大
学
院　

教
授

尾
崎　

雄
一
（
近
文
小　
　
　

教
頭
）

岸　
　

和
宏
（
神
居
中　
　
　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

高
橋　

顕
二　
北
海
道
教
育
庁
教
育
職
員
局

　
　
　
　
　
　
教
職
員
事
務
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
市
町
村
立
学
校
旅
費

　
　
　
　
　
　
第
二
グ
ル
ー
プ　

主
査

阿
部　

一
郎
（
明
星
中　
　

事
務
職
員
）

柴
田　

篤
史
（
向
陵
小　
　

事
務
職
員
）

坂
本　

典
之
（
上
富
良
野
中　

事
務
職
員
）

小
林　

篤
史
（
富
良
野
小　

事
務
職
員
）

天
野　
　

修
（
北
野
小　
　

事
務
職
員
）

岸
田　

宗
子
（
旭
川
第
三
小　

事
務
職
員
）

＝
講
　
師
＝

川
邊　

淳
子　

北
海
道
教
育
大
学

　
　
　
　
　
　

旭
川
校　
　
　

教
授

西
原　
　

蘭
（
旭
川
第
三
小　

教
諭
）

15　学校事務実務　８/１（月）・２（火）

22　ＩＣＴ活用　８/24（水）



上川教育研修センターだより
（５）

　

参
加
者
で
学
級
活
動
や
目
標
を
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。「
も
め
ご
と
」
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
学
級
目
標
を
再
確
認
し
な
が
ら
進
め

る
必
要
が
あ
る
の
で
、
き
ち
ん
と
作
成
す
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
分
か

り
や
す
い
御
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
旭
川
市
立
神
居
中
学
校　

品
田
真
太
朗
）　

　

仮
説
を
確
か
め
る
た
め
の
方
法
を
児
童
か
ら

引
き
出
す
場
面
や
、
そ
れ
を
基
に
し
た
小
グ

ル
ー
プ
で
の
活
発
な
話
合
い
、
思
考
が

深
ま
る
課
題
の
設
定
、
話
の
型
を
用
い

た
表
現
指
導
等
を
観
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。
学
び
多

い
授
業
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
士
別
市
立
士
別
南
中
学
校　

三
上　

貴
也
）　

　

一
日
目
の
講
座
・
演
習
、
二
日
目
の

参
観
授
業
と
い
う
二
日
間
の
バ
ラ
ン
ス

が
よ
く
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
特

に
参
観
授
業
で
は
、
考
え
を
深
め
る
た

め
の
方
策
が
明
日
か
ら
の
授
業
に
即
、

生
か
せ
る
も
の
で
し
た
。
全
員
参
加
の

工
夫
も
さ
れ
て
お
り
来
年
も
受
講
希
望

で
す
。（和

寒
町
立
和
寒
中
学
校　

小
林　

智
）　

　

講
義
や
実
践
交
流
、
研
究
授
業
の
参

観
を
通
し
、
考
え
る
楽
し
さ
を
実
感
で

き
る
授
業
の
工
夫
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
、
問
題
解
決
型
授
業

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
御
指
導

い
た
だ
い
た
こ
と
を
生
か
し
、
授
業
改

善
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
名
寄
市
立
名
寄
南
小
学
校　

西
村　

萌
実
）　

14　道徳教育　７/28（木）・８/30（火）

＝
講
　
師
＝

大
谷　

和
範
（
緑
が
丘
中　

教
頭
）

角
地　

祐
輔
（
東
陽
中　
　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

水
上　

丈
実　

北
海
道
教
育
大
学

　
　
　
　
　
　

教
職
大
学
院　

教
授

則
末　

俊
介
（
永
山
中　
　
　

教
諭
）

阿
部　

広
嗣
（
神
居
東
小　
　

教
諭
）

齋
藤　

直
樹
（
永
山
南
中　
　

教
諭
）

16　理科指導　８/２（火）・８/30（火）

＝
講
　
師
＝

高
橋　

一
将　

北
海
道
教
育
大
学

　
　
　
　
　
　

旭
川
校　
　

講
師

北
島
や
よ
い
（
青
雲
小　
　

教
頭
）

森
脇　

芳
秀
（
愛
宕
東
小　

教
諭
）

安
田　

佳
史
（
明
星
中　
　

教
諭
）

12　算数・数学科指導　７/27（水）・８/31（水）

＝
講
　
師
＝

相
馬　

一
彦　

北
海
道
教
育
大
学

　
　
　
　
　
　

旭
川
校　
　

教
授

武
田　
　

聡
（
北
星
中　
　

教
頭
）

西
尾　

圭
一
（
永
山
南
小　

教
諭
）

山
口　

正
博
（
春
光
台
中　

教
諭
）

24　学級活動　８/25（木）



上川教育研修センターだより
（６）

　

実
践
的
指
導
力
の
向
上
を
図
る
校
内
研
修
の

在
り
方
を
講
義
、
公
開
授
業
、
事
後
研
へ
参
加

し
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
究
主
題
・
副

題
の
設
定
の
仕
方
、
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ

る
事
後
研
の
工
夫
等
、
大
変
分
か
り
や

す
く
御
指
導
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
下
川
町
立
下
川
中
学
校　

吉
野　

恵
子
）　

　

子
ど
も
た
ち
の
書
く
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る

た
め
に
、
そ
の
単
元
を
通
し
て
何
を
指

導
す
る
の
か
。
ま
た
、
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
手
立
て
を
と

る
の
か
。
お
二
人
の
先
生
が
綿
密
に
授

業
づ
く
り
を
さ
れ
て
お
り
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
剣
淵
町
立
剣
淵
小
学
校　

大
家　

大
地
）　

　

生
徒
指
導
の
観
点
を
盛
り
込
ん
だ
体

育
の
授
業
で
は
、
付
箋
の
活
用
に
よ
っ

て
、
自
分
の
課
題
を
可
視
化
で
き
、
課

題
解
決
か
ら
自
己
存
在
感
が
高
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
新
町
小
で
は
、

ク
ラ
ス
の
仲
間
が
応
援
し
合
っ
た
り
、

互
い
に
高
め
合
っ
た
り
し
て
い
て
感
動

し
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
啓
明
小
学
校　

武
田　

千
鶴
）　

　

聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
の
指
導
に
お

け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
効

果
的
な
取
り
入
れ
方
、
そ
れ
を
踏
ま
え

た
授
業
参
観
を
通
し
、
文
法
・
本
文

指
導
法
を
学
び
ま
し
た
。
様
々
な
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
を
今
後

の
授
業
で
還
元
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
名
寄
市
立
名
寄
中
学
校　

上
杉　

清
香
）　

18　生徒指導　８/３（水）・９/７（水）

＝
講
　
師
＝

長
谷
川　

猛
（
緑
が
丘
中　

主
幹
教
諭
）

鈴
木　

桂
子
（
新
町
小 　

教
諭
）

藤
井　

宏
二
（
神
居
中 　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

笠
原　
　

究　

北
海
道
教
育
大
学

　
　
　
　
　
　

旭
川
校　
　
　

教
授

鎌
田　

昌
記
（
旭
川
第
二
中　

教
頭
）

松
田
多
栄
子
（
春
光
小　
　
　

教
諭
）

白
井　

洋
志
（
六
合
中　
　
　

教
諭
）

10　国語科指導　７/26（火）・９/６（火）

＝
講
　
師
＝

長
嶋　

義
和
（
大
町
小　

教
頭
）

鈴
木　

一
朗
（
大
町
小　

教
諭
）

白
形
賢
太
郎
（
大
町
小　

教
諭
）

25　校内研修　９/７（水）

＝
講
　
師
＝

上
田　

祐
二　

北
海
道
教
育
大
学

　
　
　
　
　
　

旭
川
校　
　

教
授

北
原　

孝
子
（
旭
川
第
三
小　

教
諭
）

泉　
　

裕
子
（
東
光
小　
　

教
諭
）

岩
城　

卓
也
（
忠
和
中　
　

教
諭
）

13　外国語科（英語）指導　７/27（水）・９/１（木）



上川教育研修センターだより
（７）

上
川
教
育
局
義
務
教
育
指
導
班

　
　

指
導
主
事

木　

下　

浩　

太

　

　

今
の
子
ど
も
た
ち
が
活
躍
す
る
未
来
は
、

加
速
度
的
な
社
会
の
変
化
を
柔
軟
に
受
け
止

め
な
が
ら
、
主
体
的
に
学
び
続
け
、
多
く
の

人
と
協
働
し
な
が
ら
判
断
し
行
動
す
る
こ
と

が
一
人
一
人
に
求
め
ら
れ
る
社
会
に
な
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
理
科
教
育
に
お
い
て
は
、｢

主
体

的
な
学
び
」
や｢

対
話
的
な
学
び｣

を
通
じ

て｢

深
い
学
び｣

を
実
現
さ
せ
、理
科
の
「
見

方
・
考
え
方
」
を
成
長
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

私
が
参
観
し
た
心
に
残
る
授
業
は
、
子
ど

も
た
ち
が
解
決
の
見
通
し
を
も
っ
て
、
生
き

生
き
と
活
動
す
る
中
学
校
第
一
学
年
の
理
科

の
授
業
で
す
。

　

本
授
業
は
、
試
験
管
に
入
っ
て
い
る
無
色

透
明
の
四
種
類
の
水
溶
液
を
区
別
す
る
実
験

で
、
課
題
解
決
に
向
け
た
手
順
や
根
拠
を
個

人
で
考
え
た
上
で
、
グ
ル
ー
プ
内
で
意
見
交

換
を
行
い
、
適
切
な
方
法
を
決
定
す
る
場
面

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

検
証
方
法
の
交
流
場
面
に
お
い
て
は
、
ど

の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
「
始
め
に
、
全
て

の
液
体
を
リ
ト
マ
ス
紙
に
つ
け
る
こ
と
で
ア

ル
カ
リ
性
と
酸
性
と
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
、
次
に･･･

」
と
い
う
よ
う
に
、
根
拠
を

示
し
な
が
ら
手
順
を
説
明
す
る
な
ど
、
論
理

的
な
思
考
の
過
程
が
よ
く
分
か
る
発
表
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の
考
え
を
基

に
、「
先
に
加
熱
す
る
こ
と
で
作
業
の
手
順

を
減
ら
せ
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
話
合
い

に
よ
っ
て
一
層
思
考
を
深
め
、
検
証
方
法
の

改
善
を
図
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
が
実
現
し
て
い
る
様

子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
子
ど
も
た
ち
が
目
的
意
識
を
も
っ

て
実
験
す
る
た
め
に
、
根
拠
を
明
確
に
し
て

仮
説
を
立
て
さ
せ
る
な
ど
、
生
徒
の
主
体
的

な
活
動
を
促
す
工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
る
指

導
計
画
の
工
夫
と
、
知
的
好
奇
心
に
満
ち
、

積
極
的
に
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
表
情
に
感
動

し
、
多
く
の
先
生
方
に
こ
の
よ
う
な
授
業
づ

く
り
を
実
践
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
ら

れ
る
よ
う
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

の
視
点
を
踏
ま
え
た
授
業
改
善
の
方
向
性
を

具
体
的
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

に
残
る
授
業
そ
の


【センターＷｅｂサイト紹介】
　各種研修講座・パソコン実技
講座の情報や実施講座の様子，
保管資料（教育関係書籍等）の
紹介，センターだより「教育研
修」のバックナンバーなど，当
研修センターについての情報を
掲載しています。ぜひ，御活用
ください。
http://kami-cen.hs.plala.or.jp/

～受講後アンケートのお願い～
　研修講座を受講された皆様に
一定期間をおいてのアンケート
をお願いしています。講座の成
果と課題を推し量り，次年度の
計画を立てるための大切な資料
として活用させていただいてい
ますので，御協力をよろしくお
願いいたします。
　当研修センターの Web サイ
トからも御回答いただけます。

心



上川教育研修センターだより
（８）

出
前
講
座
寸
描 

【
講
師
：
櫻
井
　
啓
子
（
朝
日
小
　
教
諭
）】

　

授
業
実
践
例
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、

演
習
を
行
っ
た
り
す
る
中
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
づ

く
り
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
目
指
す
姿
を
常
に
見
据
え
て
い

き
ま
す
。
御
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
美
深
町
立
美
深
小
学
校　

吉
田　

萌
子
）

【
講
師
：
田
中
　
英
規
（
東
川
養
護
学
校
　
教
諭
）】

　

物
事
や
環
境
の
捉
え
方
や
合
理
的
配
慮

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
講
義
し
て
い
た

だ
き
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
あ
な
た
に
し
て
み
れ
ば
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
が
印
象
に
残
り
、
相
手
意
識
の
重

要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
占
冠
村
立
ト
マ
ム
小
中
学
校　

藤
田
久
美
子
）

【
講
師
：
津
越
　
由
希
（
西
御
料
地
小
　
教
諭
）】

　

障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
手
立
て
を
豊
富
な
事
例
を

基
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
合
理
的

配
慮
、
支
援
の
連
携
、
子
ど
も
同
士
を
つ

な
ぐ
支
援
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
御
指
導
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
大
町
小
学
校　

佐
渡　

恵
美
）

【
講
師
：
会
田
　
有
紀
（
永
山
南
小
　
教
諭
）】

　

取
り
組
み
や
す
い
英
語
の
活
動
を
織
り

交
ぜ
て
い
た
だ
き
、
主
体
的
に
参
加
で
き

る
研
修
の
時
間
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
更
に
ニ
ー
ズ
が
高
い
英
語
活
動

の
研
修
を
自
校
で
行
う
こ
と
が
で
き
非
常

に
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

（
東
神
楽
町
立
東
聖
小
学
校　

鏡　
　

雄
介
）

【
講
師
：
五
十
嵐
　
徹
（
青
雲
小
　
教
諭
）】

　

講
話
の
中
で
、
児
童
理
解
に
関
す
る
心

構
え
や
、
児
童
へ
の
良
い
声
の
掛
け
方
等

を
具
体
的
に
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
学
級
活
動
で
の
方
策
を
児
童
目
線

で
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
指
導
法
の
幅

が
広
が
り
ま
し
た
。
御
指
導
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
幌
加
内
町
立
幌
加
内
小
学
校　

彦
坂　

天
平
）

【
講
師
：
佐
々
木
　
玲
（
北
光
小
　
教
諭
）】

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
の
仕
方
と
留
意
点
を
御
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。
機
器
の
特
性
を
生
か
し
て
上
手

に
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
広
が
り
、
学

習
効
果
も
上
が
る
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
東
川
町
立
東
川
第
二
小
学
校　

吉
川　

克
幸
）

【
講
師
：
南
雲
　
育
代
（
西
御
料
地
小
　
教
諭
）】

　

こ
れ
ま
で
、
合
唱
指
導
を
行
う
に
あ

た
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
多
く
の
こ
と
を

求
め
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

さ
せ
ら
れ
る
研
修
講
座
で
し
た
。
ま
た
、

明
日
か
ら
の
授
業
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と

を
多
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
士
別
市
立
多
寄
小
学
校　

阿
部　

貴
洋
）

【
講
師
：
及
川
　
裕
二
（
千
代
ヶ
岡
小
　
教
頭
）】

　

鉄
棒
の
逆
上
が
り
は
補
助
と
し
て
タ
オ

ル
を
使
え
ば
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な

る
、
と
実
演
し
て
い
た
だ
き
、
実
践
し
て

み
る
と
す
ぐ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
子
ど
も
達
の
指
導
に
す
ぐ
に
役
立
て

ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
指
導
方
法
を
学
べ
ま

し
た
。
御
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
南
富
良
野
町
立
南
富
良
野
小
学
校　

福
田　

茂
樹
）

美深小学校「アクティブ・ラーニング」　５/16（月）

トマム小中学校「特別支援教育」　７/19（火）

大町小学校「特別支援教育」　８/16（火）

東聖小学校「小学校外国語活動」　８/30（火）

幌加内小学校「生徒指導」　６/21（火）

東川第二小学校「ＩＣＴの活用」　７/22（金）

多寄小学校「合唱指導」　８/22（月）

南富良野小学校「体育科実技」　９/12（月）
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姫
路
市
の
取
組
発
表
後
、
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
の
在
り
方
な
ど
に

つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
特
性
な
ど
か
ら
取
り
組
み
方
に
は
多
少

の
違
い
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
な
ぜ
連
携
す
る
の
か
。
連
携
す
る

と
地
域
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。」
を
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
共
通
理
解
す
る
こ
と
の
大

切
さ
と
、
一
貫
教
育
推
進
の
核
は
学
校
で
あ
る

と
い
う
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
他
に
、
市
や
教
育
委
員
会
な
ど
の
行
政
が

関
わ
る
こ
と
の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の

講
座
に
お
い
て
、
講
師
に
よ
る
講
義
や
提
言
、

実
践
発
表
の
他
に
、
小
学
校
と
中
学
校
の
二
つ

の
研
究
授
業
を
設
定
し
、
小
・
中
学
校
の
教
職

員
が
互
い
に
授
業
を
見
て
学
び
合
い
、
研
究
協

議
を
深
め
る
場
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

幼
・
小
の
連
携
講
座
や
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

連
携
講
座
な
ど
を
開
催
し
、
子
ど
も
の
成
長
と

学
び
の
姿
を
学
校
だ
け
で
は
な
く
社
会
全
体
で

共
有
し
、
よ
り
円
滑
な
教
育
指
導
に
資
す
る
講

座
の
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
、
改
め
て
、
本
セ
ン

タ
ー
の
役
割
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
、
各
市
町
村
教
育
委
員
会
等
と
の

連
携
を
よ
り
一
層
図
り
な
が
ら
、
小
中
連
携
・

一
貫
教
育
に
関
わ
る
内
容
や
資
料
・
情
報
等
の

充
実
し
た
講
座
の
開
催
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【出前講座の御活用を！】

　各小中学校及び地域の教育力の向上を目指し，校内研修及び地域
の教育研修を支援することを目的に出前講座を実施しています。特
に，遠方の地域や，多忙のため，なかなか研修講座に足を運ぶこと
ができない学校等のニーズに即応できる取組となっています。ぜひ，
御活用ください。

◆�研修講座開催要項29ページの詳細を御覧いただき，32ページ
の申込書をお使いください。
◆�希望内容に応じた最適な講師を人選し，派遣いたします。講師を
指定しての申込みは御遠慮ください。

【資料室の御活用を！】

　当センター１階の第２研修室には，各種
教育雑誌や教科書を，３階の図書室には，
様々な地域の教育関係広報誌や研究紀要，
教育雑誌のバックナンバーなどを保管して
います。教育関係の雑誌は，貸出しも行っ
ていますので，当センターにお立ち寄りの
際にはぜひ，足を運んでいただき御活用く
ださい。
　なお，所蔵資料は当センター Web サイ
トからも御覧いただけます。

平
成
二
十
八
年
度

旭
川
市
小
中
連
携
・
一
貫
教
育

推
進
研
修
会
に
参
加
し
て

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

副
所
長　

奥　

山　

ゆ
み
子

　

八
月
二
日
（
火
）
に
、
旭
川
市
教
育
委
員
会

に
よ
る
、
小
中
連
携
を
主
に
担
当
し
て
い
る
教

職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地

域
住
民
を
対
象
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
二
部

制
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
旭
川
市
小
中
連
携
教
育
モ
デ

ル
校
の
取
組
発
表
、
既
に
小
中
一
貫
教
育
を
全

市
で
取
り
組
ん
で
い
る
姫
路
市
の
取
組
発
表
、

旭
川
市
の
小
学
校
五
・
六
年
生
、
中
学
校
一
年

生
の
全
児
童
生
徒
を
対
象
に
実
施
し
た
児
童
生

徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
し
た
中
学
校
区

の
交
流
が
行
わ
れ
、
九
年
間
を
つ
な
げ
る
た
め

に
必
要
な
取
組
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
第
二
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
ま

し
た
。

　
「
旭
川
市
が
目
指
す
小
中
連
携
・
一
貫
教
育

に
つ
い
て
」
～
み
ん
な
で
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
役
割
を
考
え
ま
せ
ん
か
～
を
テ
ー
マ
に
、

先
進
地
で
あ
る
姫
路
市
の
取
組
発
表
の
後
に
、

鈴
木  

信
人
氏
（
旭
川
市
立
旭
川
中
学
校
長
）、

佐
々
木　

直
人
氏
（
旭
川
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

長
）、
竹
内　

訓
氏
（
春
光
台
・
鷹
の
巣
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
長
）、
太
田　

太
氏
（
姫
路
市

教
育
委
員
会
）
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
田
澤　

清

一
氏
（
旭
川
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
長
）

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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学ぶ教師・成長する学校
　　～教育改革（学習指導要領改訂）を展望しつつ～

（講演の概要）　　　　　　　　　　　千葉大学特任教授　天　笠　　　茂　
「審議のまとめ」をめぐって
　審議のまとめのポイントとしては，カリキュラム・マネジメントということについて。「知識・技能」
「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」この３観点でいこうというのが，次の学習指

導要領の方向性であり，感性や思いやりについては，観点別学習状況の評価の対象外とし，「関心・意欲・態度」につ
いての修正・訂正の見直しをしていく。学習評価の部分は，コンパクトにまとめられる部分である。
　論点整理は，審議のまとめの一部であるという位置付けである。論点整理と審議のまとめは，まったく違う方向では
なく，論点整理＝審議のまとめと思っても良い。ワーキンググループによる審議が行われ，１年間かけてまとめられ審
議のまとめとなった。それを８月中にひとまとめにして，パブリックコメントや各団体からの意見などを反映し，中教
審がまとめる。12月くらいにこれらをまとめ答申にする。その間，教科調査官を中心に恐らく学習指導要領の作成に向
けて準備が行われ，我々が目にするのは，年を開けてからの１月くらいになり，年度を越えるということはないだろう。
来年の４月からは，新しい学習指導要領の影響のもと，仕事を進めていくことになるかと思う。移行措置期間の３年間，
小学校，中学校，高等学校というスケジュールは今までと変わらない。高校の情報を小学校，中学校ともに視野に入れ
ることが重要である。今回は，高校を変えようという意思が強く，それぞれ高校の動きが，小中学校に降りてくる。こ
ういうことがかつてと少し違う。幼稚園から高校までの全体を比較しながらどういう風な目標を各学校種におき，全体
を貫く各教科の在り方などが学習指導要領に反映されていく。
　アクティブ・ラーニングとカリキュラム・マネジメントがこの１年，話題を占めてきた。最近は，アクティブ・ラー
ニングという言葉は目立たなくなった。むしろ深い学びとか，対話的学びとか主体的な学びなどの言葉を使うようになっ
てきた。少なくとも１年間，この言葉を掲げたのは良いが，動きや推移がこの方向で良いのか，国なりに考えているよ
うだ。カリキュラム・マネジメントということが，アクティブ・ラーニングに比べるとずいぶん関心が薄くなっている
が，むしろ一体になって考えていくべきものである。

教育課程 (カリキュラム )について
　学校の教育目標を実現するために，教育課程を編成する。育てたい資質能力などについては，かなり教科に入り込ん
でくる。狭い意味でいうと教育課程は，「組織配列した教育内容」や「配当した授業時数」についてだが，広い意味で
いうとこの２つの他に「教育理念・目標」と「教材・教具・施設・設備」を含んだものが教育課程といえる。「組織配
列した教育内容や配当した授業時数」が核になって「教育理念・目標」を目指すためにあり，それを支えるために「教材・
教具・施設・設備」があるという考え方もある。カリキュラム・マネジメントついては，ここのところの基盤を作るこ
と。教育課程についての整理のしかた，構造的に物事を考えることについて理解することがポイントになる。その上で，
教育理念・目標が整列配列した教育内容に繋がり，日々の教育活動と目指す学校の目標がどういう形で繋がり，繋げよ
うとしているか。教育理念・目標は学校長がリーダーとなって提起されるものと，教育内容や授業時数がどんな繋がり
になっているか。カリキュラム・マネジメントという考えからすると，個々の先生方の営みすべてを繋ぐことが学校と
しての相乗効果に繋がる。

学習指導要領総則
　今回の動きは，総則を変えていこうとしていて，学校の先生方全員にも読んでほしいという願いがある。総則の構成
については，１. 教育課程編成の一般方針，２. 内容等の取扱いに関する共通事項，3. 授業時数等の取扱い，４. 指導計
画の作成等に当たって配慮すべき事項でひとまとめになっている。そのあとに解説書となり，その内容について詳しく
書かれている形になっている。論点整理に登場している総則のイメージは，第１　小学校教育の基本，第２　教育課程
の編成，第３　教育課程の実施と学習評価，①教育課程の実施②学習の充実，第４　児童の発達を踏まえた指導①児童
の発達の支援②特別な配慮を必要とする児童への指導，第５　学校活動の充実のための学校運営上の留意事項①学校の
指導体制②家庭・地域との連携・協働，第６　道徳教育推進上の配慮事項，別表　各教科等の見方・考え方となる。こ
れが，現在の総則についての柱建てになっており，各学校のカリキュラム・マネジメントとつながっていく。

カリキュラム・マネジメントとは
　各学校において，総合的な教育計画である教育課程について，各教科等の教育内容の組織など編成を図り，協働を促
し，経営資源の効果的な投入や諸条件の整備を通して学校教育目標の実現を目指す営みである。①各教科等の教育内容
を相互の関係で捉え，学校の教育目標を踏まえた教科横断的な視点で，その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に
配列していくこと。②教育内容の質の向上に向けて，子どもたちの姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基
づき，教育課程を編成し，実施し，評価して改善を図る一連の PDCAサイクルを確立すること。③教育内容と教育活
動に必要な人的・物的資源等を地域等の外部の資源も含めて活用しながら効果的に組み合わせること。キーワードで上
げると，「教科横断」「PDCAサイクル」「資源の効果的な投入，組み合わせ」の３つが示されていることである。これ
らを単独ではなく，構造的に組み合わせることが重要である。
　教育内容と経営資源の効果的な組み合わせとしてのカリキュラム・マネジメントについては，カリキュラムを核とし
て協働する組織文化など「協働」がキーワードになる。中教審答申の「チーム学校」として，様々な職種のつながり，
学校事務職員や養護教諭等と学級担任との連携やどういう風に経営に参加していくか。地域の人の参加，コミュニティー
スクールについて，全ての学校に置くという考え方がある。地域の方々が，学校の教育方針を理解していくことが大切
である。地域の方が教育課程を承認し共有しあって互いに理解しあっていく必要がある。
　教科横断としてのカリキュラム・マネジメントについては，各教科で資質能力に向き合い，考えていく必要がある。
単独の教科では向き合いきれないことに対して，様々な教科で連合として考えていく。現在行っている言語活動の充実
をやめる必要はなく，引き続きバージョンアップして対応していくことが，次の指導要領改訂の対応となる。資質能力
という言葉で迫ってきているが，単独の教科で対応していくのも必要であり，教育課程全体で対応していく。

校内研修に向けて
　従来の小・中学校それぞれの校内研修の在り方を見直していかなければならない。比較的小学校は，一つの教科に集
中して取り組んでいる。中学校は一緒に取り組めるのは，特別活動や生活指導など特化して行っているところが多い。
これからは，例えば，表現力を育てるとしても，中学校のようにいろいろな教科から表現力を伸ばしていく形に変わっ
てくる。小学校の場合は，教科と連携してどう研修を進めていくか大切になってくる。教育内容相互の関連をおさえ，テー
マによる教科等の関連・横断，育てたい資質能力による教科間の関連・横断が必要である。知識とコンテンツと能力と
いうコンピテンシーは相互に関係しあうものであり，資質能力の育成のためには知識の質や量も重要となる。子どもた
ちの現状をしっかり捉え，校内研修は授業研究を通して深め，進めていくことが重要であるアクティブ・ラーニングに
ついては，教材研究こそ大切であり，全教職員による協働が必要である。
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 2 年次は「思考の明確 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 

３つの条件を整えると，みんなの考えが結び付く！

ALT と JTE のやりとりの内容を

板書でも示し，グループの話合い

を通して記事の内容を改善すると

いうゴールを明確にしました。 

「個人の考え」や「話合いの

結果」が見えるワークシートを

活用し，文章が変化していく様

子の見える化を図りました。 

英語リーダー(進行役)を配置

したグループ編制や話合いに役

立つ表現の提示により，集団思

考に最適な場を設定しました。

被加数分解と加数分解を表し

たブロックとさくらんぼ計算を

並べて板書し，考え方の違いを

見える化しました。

学習課題を「学校祭についてミニ英語新聞の記事を書こ

う」と設定し，３つの条件を通して，分かりやすい記事を

書くための工夫について話し合いました。 

被加数分解の意味を捉えさせ

る場面では「全体」，短時間で自

分の考えを表出させる場面では

「ペア」で話合いをさせました。

第１６次研究３年次 

１年生でも取り組むことが分

かるように，スモールステップ

でゴールを設定しました。 

学習課題を「被加数分解の仕方をブロックで説明しよう。」

と設定し，３つの条件を通して，繰り上がりのある足し算に

おける被加数分解と加数分解の考え方の違いについて話し合

いました。
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※
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
（
古
紙
70
％
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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印
刷
所　
　

東
信
印
刷
株
式
会
社

　

日
頃
、
校
務
に
お
使
い
の
パ
ソ
コ
ン
が
リ
ー

ス
期
間
終
了
に
伴
い
更
新
と
な
り
、
基
本
ソ
フ

ト
が
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ワ
ー

プ
ロ
・
表
計
算
ソ
フ
ト
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
新
し

く
な
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
聞
き
た
い

け
れ
ど
聞
く
機
会
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
か
？

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
に
お
け
る
社
会
の
変
化
が
目
ま

ぐ
る
し
い
こ
こ
数
年
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た

機
能
や
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
、
改
め
て
パ
ソ
コ

ン
に
つ
い
て
学
び
直
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

や
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
授
業

に
活
用
し
て
み
た
い
と
お
考
え
の
方
は
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
時
は
、
上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
実
技
研
修
講
座
を
受

講
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

パ
ソ
コ
ン
実
技
研

修
講
座
で
は
、
上
川

教
育
マ
イ
コ
ン
研
究

会
に
講
師
を
お
願
い

し
、
受
講
者
二
名
に

対
し
て
講
師
一
名
を

基
本
体
制
と
し
、
受

講
さ
れ
た
先
生
方
の

声
を
聴
き
な
が
ら
柔

軟
に
講
座
の
内
容

を
対
応
さ
せ
て

進
め
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
当
セ

ン
タ
ー
所
有
の

十
一
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を

実
際
に
操
作
し

て
学
べ
る
講
座

も
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
講
座
の
中
で
、
最
も
人
気
が
高
い

の
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
で
す
。

　

昨
年
度
は
一
回
の
講
座
に
二
十
名
を
上
回
る

受
講
希
望
の
回
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

受
講
者
数
を
十
人
に
抑
え
て
ニ
ー
ズ
を
絞
り
こ

ん
で
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
授
業
場
面
で
の

活
用
を
意
識
し
た
内
容
を
目
指
し
、
講
師
陣
も

日
々
実
践
の
積
み
重
ね
と
研
究
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

各
学
校
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
エ
ク
セ
ル
デ
ー

タ
を
引
き
継
い
で
校
務
を
進
め
て
い
る
こ
と
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
小
さ
な
エ
ラ
ー
が
存
在

し
た
り
、
そ
の
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
先
生
が
異

動
と
な
っ
て
い
た
り
し
て
、
思
い
通
り
に
仕
事

が
進
ま
な
い
と
い
う
悩
み
を
聞
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
自
分
で
修
復
し
た
い
と

い
う
目
的
を
も
っ
て
受
講
さ
れ
る
方
が
増
え
て

お
り
、次
い
で
人
気
な
の
が
表
計
算
（
エ
ク
セ
ル
）

に
な
り
ま
す
。

　

エ
ク
セ
ル
は
非
常
に
奥
が
深
く
、
一
つ
の
結

果
を
得
る
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
い
く
つ
も

あ
り
ま
す
。

よ
り
シ
ン

プ
ル
で
分

か
り
や
す

い
数
式
で
、

か
つ
、
次

に
引
継
い

で
も
す
ぐ

分
か
る
よ

う
に
、
講

師
が
ア
ド

バ
イ
ス
い

た
し
ま
す
。

　

他
の
講

座
で
、
今
、
最
も
お
勧
め
し
た
い
の
が
ウ
ェ
ブ

作
成
で
す
。
昨
年
度
か
ら
少
し
ず
つ
内
容
が
変

化
し
て
い
ま
す
が
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

成
し
て
公
開
す
る
と
い
う
内
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
初
め
と
し
た
ウ
ェ
ブ
上

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
安
全
で
有
効
に
校
務
や
授

業
に
活
用
す
る
方
法
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
学
校
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
整
備
・
充
実
し
、

パ
ソ
コ
ン
実
技

研
修
講
座
の
御
案
内

講
座
の
主
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

（
活
用
ソ
フ
ト
等
の
略
称
）

・
表
計
算
（
エ
ク
セ
ル
）
入
門
…
初
心
者
向

・
表
計
算
（
エ
ク
セ
ル
）
活
用
…
上
級
者
向

・
ウ
ェ
ブ
作
成
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
）
と

　

画
像
処
理
（
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
）

・
プ
レ
ゼ
ン
（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

・
動
画
編
集
（
ロ
イ
ロ
ス
コ
ー
プ
）
と
画
像
処
理

　
（
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
）

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
入
門
（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
）

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
活
用
（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
）

児
童
・
生
徒
の
学
び
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し

て
双
方
向
に
行
き
交
い
教
室
内
で
共
有
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
上
の
情
報

と
リ
ン
ク
し
て
学
習
成
果
物
と
な
っ
た
り
、
教

師
が
提
示
す
る
教
材
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

そ
う
い
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
世
界
の
イ

メ
ー
ジ
を
理
解
す
る
こ
と
に
も
大
変
有
効
な

ウ
ェ
ブ
作
成
講
座
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
分
は
終
了
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ぜ
ひ
次

年
度
以
降
の
講
座
に
期
待
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

講
座
内
容
は
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
欄
で
紹
介
し
て

い
る
ソ
フ
ト
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
時
々

で
、
校
務
に
役
立
つ
小
技
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
な
ど
、
経
験
豊
富
な
講
師
陣
が

多
様
な
視
点
で
個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま

す
。

　

学
級
担
任
に
と
ど
ま
ら
ず
、
養
護
教
諭
、
事

務
職
員
、
栄
養
教
諭
の
方
々
か
ら
も
受
講
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
近
頃
で
は
教
務
担
当
者
の

受
講
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

冬
休
み
等
、
長
期
休
業
中
の
講
座
も
準
備
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
、
研
修
セ
ン
タ
ー

三
階
の
パ
ソ
コ
ン
室
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
受
講
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


